
市政ひろば………………………………… ２～５
ケーブルテレビのお申込みはお早めに …… ６～７
お知らせ……………………………………８～13
情報瓦ばん……………………………… 14～15
まなびの扉……………………………… 16～17

いきいき健康生活………………… 18～19
心のかけはし……………………… 20～21
まちかどトピックス……………… 22～23
淡路人形まつり、わがまち元気………… 24

主
な
内
容

里山で紙芝居
　広田放課後子ども教室に通
う児童たちが、地域の自然と
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合
併
後
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
、
自

治
会
の
ご
協
力
に
よ
り
行
政
懇
談

会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
出
前

行
政
と
し
て
位
置
づ
け
、市
四
役
・

全
部
長
十
五
名
が
、
小
学
校
区
等

を
単
位
と
し
た
二
十
一
地
区
を
訪

問
し
、
市
の
施
策
や
財
政
状
況
の

報
告
を
行
う
と
共
に
、
市
民
の
声

を
直
接
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
。

低
地
対
策
や
道
路
整
備
な
ど
、
地

域
の
切
実
な
課
題
や
生
活
に
密
着

し
た
事
柄
に
つ
い
て
、
行
政
へ
の

期
待
を
改
め
て
認
識
い
た
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

厳
し
い
ご
意
見
も
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
開
か
れ
た
行
政
と
し
て
時

機
を
得
た
会
議
だ
と
評
価
を
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
や
り
取
り
で

あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

今
後
は
、
財
政
難
の
折
、「
選

択
と
集
中
」
を
旨
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
拝
聴
し
た
ご
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
財
政
の
縮
小
だ
け
で

な
く
市
政
を
停
滞
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
財
源
の
確
保
や
重
要
施
策

の
実
現
の
た
め
、
国
や
県
な
ど
を

今
ま
で
以
上
に
走
り
回
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

急
激
な
少
子
化
に
対
応
す
る
た

め
、
今
年
四
月
よ
り
少
子
対
策
課

を
新
設
し
、
本
格
的
に
始
動
し
て

お
り
ま
す
。
先
般
、
市
内
の
各
種

団
体
や
企
業
な
ど
の
幅
広
い
方
々

の
ご
賛
同
を
得
て
、
縁
結
び
事
業

推
進
協
議
会
を
設
立
い
た
し
ま
し

た
。
独
身
会
員
の
出
会
い
づ
く
り

事
業
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
」
と

題
し
て
事
業
展
開
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

少
子
対
策
の
根
源
は
、
働
く
場
の

確
保
で
す
。
昨
年
よ
り
専
属
の
担
当

職
員
を
置
き
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
お
り
ま
し
た
企
業
誘
致
に
つ
き
ま

し
て
は
、
三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
㈱
様

の
事
業
拡
大
に
伴
い
、
企
業
団
地
に

進
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
約
百
二
十
名
の
雇
用
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
ル
シ
ョ
ウ
運

輸
㈱
様
に
も
事
業
拡
張
の
た
め
、
土

地
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
心

よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
月
十
三
日
、「
暴
力
追
放
・

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
市
民
大

会
」（
南
あ
わ
じ
防
犯
協
会
等
主

催
）
が
西
淡
公
民
館
で
開
か
れ
、

約
二
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
安
全
で
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
実
現
の
た
め
、
実
践

目
標
「
声
を
か
け
あ
う
、
進
ん
で

カ
ギ
か
け
を
す
る
」
が
大
会
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

熱
心
に
活
動
さ
れ
た
次
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◆
防
犯
功
労
者
表
彰

▽
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
防
犯
栄

誉
銀
章　

橋
本
正
彦
（
福
良
）

▽
近
畿
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会　

北
井
倉
夫
（
福
良
）

▽
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
防
犯
栄

誉
銅
章　

寺
岡
博
（
福
良
）

▽
兵
庫
県
防
犯
協
会
連
合
会

　

谷
池
弘
士
（
津
井
）、
波
戸
崎

久
（
福
良
）

▽
南
あ
わ
じ
防
犯
協
会　

山
口
弘

光
（
湊
）、宮
本
卓
（
伊
加
利
）、

榎
本
清
一
郎
（
市
）、
山
下
光

子
（
志
知
）、森
本
吉
郎
（
福
良
）

◆
市
民
の
警
察
官「
ゆ
づ
る
は
賞
」

岩
井
完
二
、
上
村
秋
裕

▲アトラクションでは、南あわじ市消費者協会による悪徳商法の
　紹介を寸劇で披露

暴
力
や
犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な
ま
ち
へ

　

文
化
庁
は
、
九
月
二
十
一
日
、

田
中
幹
也
さ
ん
（
賀
集
立
川
瀬
）

の
住
宅
家
屋
を
国
登
録
有
形
文
化

財
（
建
造
物
）
に
選
定
し
ま
し
た
。

こ
の
文
化
財
へ
の
登
録
は
、
南
あ

わ
じ
市
か
ら
初
と
な
り
ま
す
。

　

田
中
家
住
宅
は
明
治
十
四
年
に

建
て
ら
れ
、
大
正
十
一
年
と
昭
和

初
期
に
増
築
。
中
廊
下
式
の
間
取

り
で
、
茶
室
な
ど
も
設
け
る
繊
細

な
造
作
の
数
奇
屋
風
住
宅
で
す
。

　

国
が
行
う
文
化
財
の
「
登
録
」

制
度
は
、規
制
の
厳
し
い
「
指
定
」

制
度
に
対
し
て
、
緩
や
か
な
規
制

で
文
化
財
を
守
ろ
う
と
平
成
八
年

か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

　

田
中
幹
也
さ
ん
は
、「
規
制
が

緩
い
と
は
い
え
、
責
任
を
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
家
が
若
い
建
築
家

の
教
材
と
な
り
、
学
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
光
栄
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
選
定
に
は
、
歴
史
文
化

遺
産
の
活
用
・
保
存
を
推
進
し
て

い
る
「
ひ
ょ
う
ご
ヘ
リ
テ
ー
ジ
機

構
Ｈ
２
Ｏ
淡
路
」
が
調
査
と
申
請

書
の
作
成
を
行
い
、
市
教
育
委
員

会
を
通
じ
て
申
請
さ
れ
ま
し
た
。

▲国登録有形文化財の選定を受けた田中家

田
中
家
住
宅
主
屋

市
内
初
の
「
国
登
録
有
形
文
化
財
」
に

市
民
大
会
ひ
ら
く

平
成
19
年
の
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
で
、
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
ま
た
は

領
収
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
一
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

送
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
19
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
10
月

１
日
ま
で
の
間
に
納
付
実
績

の
あ
る
方

▽
証
明
日　

19
年
10
月
２
日

▽
送
付
時
期　

19
年
11
月
上
旬

◆
19
年
10
月
２
日
か
ら
19
年
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
本
年
初
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
方

▽
証
明
日　

20
年
１
月
１
日

▽
送
付
時
期　

20
年
２
月
初
旬

家
族
分
も
控
除
対
象

　

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
と
き
は
、
そ
の
全
額
が
納

付
者
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

ご
自
身
の
額
と
合
算
し
、
ご
家
族

の
証
明
書
も
添
付
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

問
明
石
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
１
６

▽
日
時　

12
月
７
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

　

※
必
ず
ご
予
約
く
だ
さ
い

▽
申
込
み

　

市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　
「
食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
」

で
は
、
各
家
庭
や
牧
場
で
飼
育
さ

れ
て
い
る
和
牛
と
乳
牛
の
肉
付
き

や
体
格
な
ど
を
競
い
合
う
畜
産
共

進
会
を
メ
イ
ン
に
、
淡
路
ビ
ー
フ

や
牛
乳
の
振
舞
い
、
野
菜
や
花
、

乳
製
品
等
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
農

業
共
済
と
農
業
改
良
に
つ
い
て

の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
に
行
わ
れ
、
二
日
間
で
延

べ
一
万
三
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

（
13
頁
に
畜
産
共
進
会
結
果
を
掲
載
）

自
慢
の
野
菜
、
ビ
ー
フ
、
乳
製
品

地
元
食
材
を
ア
ピ
ー
ル

　
「
水
産
ま
つ
り
」
で
は
、
市
内

の
漁
協
が
自
慢
の
海
産
物
を
持
ち

寄
り
、振
舞
い
や
販
売
が
行
わ
れ
、

約
七
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

丸
山
漁
協
か
ら
は
タ
イ
め
し
と

タ
コ
め
し
、
焼
き
ア
ナ
ゴ
、
湊
漁

▲焼きアナゴの振舞い（水産まつり）

　

農
業
や
畜
産
業
、漁
業
が
盛
ん
な
南
あ
わ
じ
市
で
は
、そ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

「
食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
」（
九
月
二
十
九
日
・
三
十
日
、
淡
路
島
牧
場
）
と
「
水
産
ま
つ
り
」（
十
月

六
日
、
丸
山
漁
港
魚
彩
館
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

協
か
ら
は
ア
ジ
、
タ
チ
ウ
オ
等
の

天
ぷ
ら
、
南
淡
漁
協
か
ら
は
タ
コ

天
、
福
良
漁
協
は
て
っ
さ
、
特
別

出
店
の
但
馬
漁
協
か
ら
は
カ
ニ
雑

炊
が
振
舞
わ
れ
、
多
く
の
方
が
舌

鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
漁
祈
願
を
兼
ね
神
事

と
式
典
の
後
、
ヒ
ラ
メ
と
マ
ダ
イ

の
稚
魚
合
わ
せ
て
約
千
六
百
匹
の

放
流
と
、
も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

自
慢
の
魚
介
類
、
海
産
物

「
食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
」
と

「
水
産
ま
つ
り
」
開
か
れ
る

▲畜産共進会、乳牛の部
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安
全
安
心
に
道
路
を
利
用
し
て

も
ら
お
う
と
、
南
あ
わ
じ
市
で
は

十
月
四
日
、
歩
行
者
と
自
動
車
の

通
行
量
の
多
い
西
淡
庁
舎
前
の
県

道
周
辺
〜
堀
岸
川
付
近
ま
で
の
約

四
百
ｍ
を
往
復
し
て
点
検
し
ま
し

た
。

　

当
日
、
警
察
署
員
や
県
職
員
、

地
元
の
自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
交
通
安
全
協
会
の
方
々

な
ど
約
三
十
人
が
参
加
。
歩
道
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
標
識
板
な
ど
の

点
検
箇
所
を
ま
と
め
た
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
片
手
に
、
ゆ
っ
く
り
と

見
回
り
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
目

線
に
立
ち
な
が
ら
、
気
づ
い
た
点

を
書
き
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

点
検
後
、意
見
交
換
会
を
行
い
、

「
大
型
車
の
通
行
が
多
い
」、「
全

体
的
に
車
道
、
歩
道
が
狭
い
」
な

▲道路を点検する関係者ら

交
通
安
全
総
点
検
を
行
う

交
通
死
亡
事
故
が
多
発

4
広報 

　

交
通
安
全
運
動
初
日
の
九
月

二
十
一
日
に
は
、
南
あ
わ
じ
市

交
通
対
策
協
議
会
（
中
田
勝
久
会

長
）
が
広
田
中
山
峠
で
安
全
祈
願

▲ドライバーに交通安全を呼びかける志知高校生（９月21日）

ど
の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
南
あ
わ

じ
市
で
は
今
後
、
兵
庫
県
、
警
察

署
と
と
も
に
、
課
題
解
決
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

１　職員数の状況　（各年度の４月１日現在）

部　　門 職　員　数 対前年
増加数 主な増減理由等平成19年 平成 18年

一般行政部門 459人 471人 △12人
事務事業の見直し、事務の
合理化等による減

特別行政部門 96人 92人 4人 各施設への正規職員増員

公営企業等会計部門 93人 95人 △ 2人
事務事業の見直し、事務の
合理化等による減

　　合　　　　計 648人 658人 △10人
   （注） １　特別行政部門とは、教育、消防の部門。公営企業等会計部門とは、診療所、水道、
            下水道等の部門。一般行政部門は、それら以外の部門。

２　職員給与費予算（一般会計当初予算数値）　　　　　　（単位：人、千円、％）

区　分
職員数
 （Ａ）

給　与　費（予算額） 一人当た
り給与費
（Ｂ／Ａ）給　料 期末・勤勉手当 その他の手当 計（Ｂ）

19年度 546  2,120,703 876,452     377,698 3,374,853 6,181
18 年度 557 2,145,357    894,024  385,351 3,424,732 6,149
比　較 △11  △ 24,654 △ 17,572 △ 7,653 △ 49,879 32
   （注） １　職員手当には退職手当を含まない。
       　2　職員数には、教育長を含んでいる。

３　職員の勤務時間その他の勤務条件

（１）勤務時間の状況（平成 19年４月１日現在）
正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

１日８時間、週40時間 8:30 17:15 12:15 ～ 13:00
（２）主な休暇の種類（平成 19年４月１日現在）
区　　分 付　　与　　日　　数　　等　　内　　容
年次休暇 １年につき20日間、最大（繰越日を含め）40日間

病気休暇
公務上（通勤含む）の負傷若しくは疾病…必要と認められる期間
結核性疾病または精神障害…２年の範囲内で必要と認められる期間
その他の負傷もしくは疾病…120日の範囲内で必要と認められる期間

特別休暇 結婚休暇5日、産前産後休暇各8週、忌引休暇1～ 10日、夏季休暇5日
介護休暇 配偶者、父母等の介護をするため、必要と認められる期間

４　職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 18年度）

（１）分限処分･･･１名（心身の故障による休職）

（２）懲戒処分･･･１名（道路交通法違反による減給）

５　職員の服務の状況

（１）年次休暇の取得（平成 18年１月１日から 12月 31日）
対象人数（Ａ） 総付与日数（Ｂ） 総取得日数（Ｃ） 取得率（Ｃ／Ｂ×100） １人あたり（Ｃ /Ａ）
652 人 25,986日 4,651日 17.9％ 7.13 日

（注）対象人数は、育児休業者及び休職者を除く

（２）育児休業、部分育児休業および介護休暇の取得状況（平成 18年度）
育児休業（女性） 育児休業（男性） 部分休業 介護休業

取得可能者 取得者 取得率 取得可能者 取得者 取得率 取得者数 取得者数
11人 11人 100% 12人 0人 0% 0人 0人

６　職員の研修（平成 18年度）
区　　　　　　分 受講者数（のべ人数）

市
主
催

階層別研修 主幹級、課長補佐級、新任職員研修 166人

派遣研修
兵庫県企画管理部企画調整局市町振興課 １人
兵庫県企画管理部災害対策局災害対策課 １人
兵庫県淡路県民局地域振興部洲本土地改良事務所 2人

その他研修 人権研修、メンタルヘルス研修 819人
自治研修所主催等 管理職、事務担当者、新任職員等研修 125人

７　職員の福祉及び利益の保護

（１）共済組合等負担金（平成 18年度　対象：普通会計職員 569人）　　　　　　　　　　　　　
区分 共済組合負担金 職員互助会負担金 退職手当組合負担金
金額 574,735千円 　10,989千円 410,903千円

１人当たり 1,010,079円 19,312円 722,149円

（２）職員健康診断等の実施状況（平成 18年度）
区　分 定期健康診断 人間ドック 子宮ガン検診 脳ドック
受診者数 422人 235人 58人 23人

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
公
表

　

南
あ
わ
じ
市
の
人
事
行
政
の
公
正
性
と
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
南
あ
わ
じ

市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
任
免
や

給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
中

央
庁
舎
は
総
務
課
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

　

市
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
年
一
月
〜
九
月
の
間
に
、
昨
年
を
上
回
る
八
人
も
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
八
人
の
う
ち
、
五
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
と
合
わ
せ
て
、
各
地
で
交
通
事
故
防
止

の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
悲
惨
な
交
通
事
故
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

祭
を
行
っ
た
後
、
往

来
す
る
自
動
車
を
止

め
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り
に
安
全

運
転
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
志
知
高
校

生
二
十
五
人
も
参
加

し
て
、
手
作
り
の
マ

ス
コ
ッ
ト
二
百
八
十

個
と
、
啓
発
チ
ラ
シ

を
手
渡
し
、「
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
、

気
持
ち
も
引
き
締
め

て
、
安
全
運
転
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

歩
行
中
の
高
齢
者
が
交
通
事
故

へ
巻
き
込
ま
れ
る
割
合
が
高
い
こ

と
か
ら
、
市
と
南
あ
わ
じ
警
察
署

で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
、

交
通
安
全
教
室
を
十
月
三
日
、
丸

山
地
区
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

▲賀集公園での街頭啓発（９月26日）

ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け
る

　

歩
行
時
に
お
け
る
安
全
確
認
の

方
法
や
、
反
射
板
の
光
り
具
合
の

確
認
、
メ
ガ
ネ
を
使
っ
た
飲
酒
時

の
疑
似
体
験
な
ど
を
、
約
一
時
間

か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室

出
張
講
演
し
ま
す

　

同
教
室
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
二
十
人
以
上
が
参
加
で
き
る

団
体
で
あ
れ
ば
、
出
張
講
演
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
南

あ
わ
じ
警
察
署
交
通
課
（
☎
42
・

０
１
１
０
）
ま
で
。

歩
行
者
に
呼
び
か
け
る

市
内
で
８
人
死
亡

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100
　とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数のこと
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
お
申
込
み
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜 

12
月
末
で
割
引
期
間
が
終
了 

〜
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
ま

す
と
、
一
般
の
テ
レ
ビ
放
送
の
映

り
が
鮮
明
に
な
る
ほ
か
、
市
内

向
け
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
文
字
放

送
、
音
声
告
知
放
送
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
別
途
料
金
）

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
効
率
的
に

早
期
の
加
入
を
促
進
す
る
た
め
、

「
加
入
促
進
期
間
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
12
月
末
で
こ
の
受
付
が
終

了
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。（
上
表
）

　

予
約
の
み
の
方
も
、
加
入
申
込

書
を
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
引

込
工
事
や
宅
内
工
事
を
実
施
で
き

ま
せ
ん
。

▽
申
込
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
連
絡
所
等
、
情
報
課
、
さ

ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

集
合
住
宅
・
賃
貸
住
宅
に

お
住
ま
い
の
方
は

　

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
オ
ー
ナ
ー
様

か
ら
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

加
入
料
は
一
般
家
庭
と
は
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
情
報
課
ま

た
は
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
料
の
免
除
制
度

　

次
の
世
帯
は
、
加
入
料
（
加
入

分
担
金
と
引
込
工
事
費
）
が
全
額

免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　

①
生
活
保
護
を
受
け

ら
れ
て
い
る
世
帯
②
重
度
障

害
者
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
全

員
が
住
民
税
非
課
税
の
世
帯

③
満
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
で
住
民
税
が
非
課
税
の

世
帯

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

等
に
備
付
け
の
「
減
免
申
請

書
」
を
加
入
申
込
書
と
合
わ
せ

て
提
出

サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
の
流
れ

①
加
入
申
込
書
を
提
出

②
指
定
さ
れ
た
電
気
店
が
宅
内
工

事
の
見
積
り
に
伺
う

③
宅
内
工
事
の
見
積
り
、
加
入
料

の
入
金
が
確
認
で
き
た
と
こ

ろ
か
ら
、
引
込
工
事
を
実
施

④
指
定
さ
れ
た
電
気
店
が
宅
内
工

事
を
実
施
（
工
事
費
は
加
入
者

負
担
）。
サ
ー
ビ
ス
開
始

※
①
〜
④
ま
で
、
約
２
〜
３
か
月

か
か
り
ま
す

　

平
成
17
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て
き
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
も
い
よ
い
よ
完
成
に
近
づ
き
ま
し
た
。
現
在
、
緑
・
南
淡
地
域

の
ご
家
庭
で
も
順
次
宅
内
工
事
が
終
わ
り
、
既
に
多
く
の
ご
家
庭
で
試
験
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
お
申
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
12
月
末
で
加
入
促
進
期
間
の
受
付
が
終
了
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
７
月
に
全
国
で
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
変
わ
り
ま
す
。

　

西
淡
・
三
原
地
域
で
進
め
て
い

ま
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ

ジ
タ
ル
対
応
工
事
が
10
月
に
終
了

し
、
市
内
全
域
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
視
聴
可
能
と
な
り
ま
し

た
。（
左
表
）

　

ご
覧
い
た
だ
く
に
は
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
、
ま
た
は
市
販
の
専

◆追加する物　同軸ケーブル２本、分配器１個
◆接続方法　①ホームターミナルの「ケーブル
　入力」端子から同軸ケーブルを外す②分配器
　の入力端子に差し込む③分配器からホーム
　ターミナル側の「ケーブル入力」端子、テレ
　ビ側の地上デジタル入力端子に差し込む
◆利用方法　地上デジタル放送の場合は、テレ
　ビ付属のリモコンを使用。多チャンネルは
　ホームターミナルのリモコンをご使用。チャ
　ンネル設定は配信チャンネル一覧を参照する

ケーブルテレビ配信チャンネル一覧

チャンネル名 アナログ放送 デジタル放送 備　　考
自
主
放
送

文字放送 １ 11-2( 予定 ) デジタル自主放
送は、平成20
年４月開始予定

コミュニティチャンネル ３ 11-1( 予定 )
気象チャンネル ９ 11-3( 予定 )

ＮＨＫ総合（神戸） ２ １
毎日放送 ４ ４
サンテレビ ５ ３
ＡＢＣテレビ ６ ６
四国放送 ７(C17) アナログ放送のみ

関西テレビ ８ ８
読売テレビ 10 10
テレビ大阪 11 ７
ＮＨＫ教育 12 ２

用
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要
で
す
。
接

続
方
法
は
機
器
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、
購
入
し
た
電
気
店
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
左
図
）

　

し
ば
ら
く
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も

視
聴
で
き
ま
す
が
、
平
成
23
年
７

月
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

西
淡
・
三
原
地
域
で
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
宅
内
工
事
方
法
な
ど

の
違
い
に
よ
り
、
一
部
の
ご
家
庭

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ご
覧
い

た
だ
け
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

増
幅
器
や
配
線
の
交
換
が
必
要

で
す
の
で
、
配
線
工
事
を
行
っ
た

電
気
店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
自
主
放
送

20
年
度
か
ら
本
放
送
開
始

　

デ
ジ
タ
ル
で
の
自
主
放
送
は
、

総
務
省
の
許
認
可
を
得
て
、
平

成
20
年
４
月
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
11

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
ア
ナ
ロ

グ
放
送
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
放
送

20
年
１
月
頃
か
ら
申
込
受
付

　

デ
ジ
タ
ル
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

（
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
放
送
）
と
緑
・
南

淡
地
域
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
20
年
４
月

か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
来
年
１
月
頃
に
は
サ
ー

ビ
ス
内
容
を
広
報
紙
及
び
自
主
放

送
等
で
案
内
し
、
併
せ
て
申
込
受

付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

関
西
国
際
空
港
の

電
波
障
害
対
策
が
終
了

　

関
西
国
際
空
港
㈱
の
テ
レ
ビ
電

波
受
信
対
策
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
放
送
終
了
（
平
成
23
年
7
月
）

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
対
象
の

家
庭
等
へ
引
き
込
ま
れ
て
い
る
専

用
ケ
ー
ブ
ル
及
び
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン

テ
ナ
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

視
聴
で
き
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

　　　　料金種別

加入申込
の時期

加入分担金 引込工事費 宅内工事費
ケーブルテレビに加入
する際の分担金（音声
告知端末機及びケーブ
ル電話機は無料でお貸
しします）

各家庭の軒下に設置す
る保安器までケーブル
を引き込む工事費

保安器から各家庭内の
配線工事費（テレビ用
と電話機及び音声告知
端末機用の２配線工事
が必要です）

加入促進期間
平成19年 12月末
までに申込み。翌年
３月末まで宅内工事
を完了

加入料 21,000円
加入者
実費負担

※テレビの台数や家の
　構造など各家庭の状
　況により工事費は異
　なります

加入促進期間
終了後

42,000円
31,500円
※工事費が31,500円
　までの場合は、全額
　実費負担

ケーブルテレビ加入にかかる経費

緑・南淡地域

ケーブルテレビ加入申込状況
　　　（平成19年10月10日現在）

加入者数 ６，８８９件

加 入 率 ８１．５％

※西淡・三原地域の加入率は

　90％。加入率はH17年国

　勢調査の世帯数で算出

西
淡
・
三
原
地
域
の
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
扱
い

　

ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
専
用
の
た
め
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ア
ナ
ロ
グ
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
（
Ｂ
Ｓ
／
Ｃ
Ｓ
）
を
ご
覧
い
た
だ

い
て
い
る
方
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
ア
ナ
ロ
グ
放
送
・
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
同
時
に
視
聴
す
る
に
は
、
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
接
続
す
る
前
の
配
線
を
分
配
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
図
）

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器
な
ど
を
あ
わ
せ
て

使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
機
器
の
取
り
扱
い
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地上デジタル放送の視聴方法
基本サービス使用料として別途毎月1,575円が必要です。
（基本サービス･･･テレビ放送の送信・音声告知放送・ケーブル電話）※ＮＨＫ受信料は含まれません

市
内
全
域
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
視
聴
可
能
に

加
入
促
進
期
間
、

ま
も
な
く
終
了

ホームターミナル 地デジテレビ等
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固定資産税 ４期
納期は、11月 30日（金）まで

　口座振替が安心・便利です。

申込は、島内金融機関へ。

問税務課☎43-5022

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
地
場
産
業
の
振
興
と
甍
街
な
み
景
観
の
形

成
を
目
的
に
、
淡
路
瓦
を
使
用
し
た
住
家
の
新
築
・
改
築
を
し
た

建
築
主
に
対
し
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

甍い
ら
か

街
な
み
景
観
の
形
成
へ

淡
路
瓦
屋
根
工
事
に
奨
励
金

　

下
水
道
は
、
地
域
環
境
・
公
衆

衛
生
の
保
全
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

快
適
な
生
活
環
境
保
護
を
図
る

た
め
、
下
水
道
整
備
が
完
了
し
て

い
る
地
域
の
方
は
、
早
急
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

区
域
の
拡
大

　

11
月
1
日
か
ら
、
津
井
の
一
部

区
域
で
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

浄
化
槽
も
適
正
な

　
　
　
維
持
管
理
が
必
要

　

浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
は
、
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。

▽
保
守
点
検　

年
３
回
以
上
（
県

や
市
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点

検
業
者
ま
た
は
浄
化
槽
管
理
士
）

▽
清
掃　

毎
年
１
回
【
汚
泥
の
引

津
井
で
使
用
区
域
が
拡
大

下
水
道
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
方
。
①
新
築
・
改
築

後
２
年
以
内
の
も
の
②
屋
根

工
事
面
積
が
20
㎡
以
上
の
住

宅
で
、
葺
き
替
え
の
場
合
は
瓦

使
用
部
分
の
80
％
以
上
を
葺

き
替
え
③
店
舗
等
併
用
住
宅

の
場
合
は
住
居
部
分
が
２
分

の
１
以
上
④
兵
庫
県
住
宅
再

建
共
済
制
度
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

共
済
）
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

⑤
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

▽
奨
励
金
額　

屋
根
工
事
費
の
20

％
以
内
で
、
下
表
の
と
お
り
屋

根
工
事
面
積
に
よ
っ
て
限
度

額
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
改
築

の
場
合
は
そ
の
２
分
の
１
の

額
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

屋根工事面積 上限額

110㎡未満 10万円

110㎡以上
15万円

150㎡未満

150㎡以上 20万円

ー
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
商
工
観
光

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

新築奨励金の上限額

淡路瓦テレビＣＭ放送中

　淡路瓦工業組合は多くの方に淡路瓦の魅力

を伝えようと、兵庫県と南あわじ市からの補

助金を活用してテレビＣＭを製作しました。

　10 月～ 12 月にかけて、関西エリアのＡ

ＢＣ朝日放送・テレビ大阪・サンテレビで計

136回放映される予定です。また、九州エリ

アにおいても、市から助成を受け、テレビＣ

Ｍを予定しています。

た
め
池
を
管
理
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

水
難
事
故
防
止
の
看
板
を
配
布
し
ま
す

　

全
国
で
、
た
め
池
に
お
け
る
子

ど
も
の
水
難
事
故
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

転
落
防
止
柵
の
設
置
や
、
た
め
池

水
難
事
故
防
止
の
啓
発
看
板
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
一
、
た
め
池
に
お
い
て
水
難

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
た
め
池

管
理
者
と
し
て
の
管
理
責
任
が
問

わ
れ
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
水
難
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
る
看
板
を
作
成

し
、
希
望
さ
れ
る
た
め
池
の
管
理

者
に
配
布
し
ま
す
。

　

水
道
料
金
が
急
に
高
く
な
っ
た

り
、
蛇
口
か
ら
水
滴
が
漏
れ
て
い

た
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

漏
水
は
気
付
か
ず
に
放
っ
て
お

く
と
、
貴
重
な
水
が
無
駄
に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
水
道
料
金
も
高

額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
水
回
り
や
水
道
メ
ー

水
道
、
漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
早
期
発

見
と
修
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

漏
水
チ
ェ
ッ
ク
方
法

　

ご
家
庭
の
蛇
口
を
全
部
閉
め

て
、水
道
メ
ー
タ
ー
の「
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
上
図
参
照
）」
の
動
き
を
見

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
で
も
回
っ
て
い

れ
ば
、
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口

ま
で
の
ど
こ
か
で
漏
水
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

漏
水
を
発
見
し
た
ら

　

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
で

の
漏
水
は
、
各
ご
家
庭
で
修
理
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

指
定
水
道
工
事
店
に
修
理
を
依

頼
さ
れ
た
場
合
は
、
漏
水
で
増
え

た
料
金
の
一
部
を
減
免
す
る
申
請

が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
減
免

の
対
象
と
な
る
の
は
２
か
月
分
の

み
で
、
１
年
間
に
１
回
の
み
。）

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

パイロット

漏水チェック方法

蛇口が閉まって

い る の に パ イ

ロットが回って

いると、漏水し

ている恐れがあ

ります

家屋を滅失されたときは、
税務課へ家屋滅失届の提出
をお願いします。
問税務課☎ 43-5022

‐淡路島を美しく‐

全島一斉清掃の日
みんなで参加しましょう！

11月 11日（日）
午前８時～10時

　道路沿線、公会堂、公園、ゴミ集
積場などを美しくしましょう。家庭
内のゴミは、絶対出さないでくださ

い。
問生活環境課☎ 43-5024

き
抜
き
】（
市
の
許
可
を
受
け

た
清
掃
業
者
）

▽
法
第
11
条
検
査　

毎
年
１
回

（
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

法
に
基
づ
く
指
定
検
査
機
関
）

　
　

浄
化
槽
の
機
能
が
、
正
常
に

維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
行
う
も
の
で
す
。

※
み
な
し
浄
化
槽
（
単
独
処
理
浄

化
槽
）
は
、
し
尿
だ
け
を
処
理

す
る
施
設
で
台
所
・
風
呂
及
び

洗
濯
等
の
生
活
排
水
は
、
処
理

さ
れ
ま
せ
ん
。
下
水
道
へ
の
早

期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

▽
申
込
み　

農
地
整
備
課

　

☎
43
・
５
０
２
６

▽
申
込
期
限　

11
月
15
日
（
木
）

　

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

▽
配
布
時
期　

12
月

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

　

住
宅
や
事
業
所
の
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
法
律
に
よ
り
有
効
期
限

が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
限
が
満
了
す
る
水
道

メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す
。

▽
交
換
時
期　

11
月
〜
平
成
20
年

２
月

▽
作
業
時
間　

15
分
程
度

　

※
こ
の
間
断
水
し
ま
す
の
で
、

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
交
換
費
用　

無
料

▽
そ
の
他　

交
換
は
南
あ
わ
じ
市

か
ら
委
託
さ
れ
た
南
あ
わ
じ

市
管
工
事
事
業
組
合
の
加
盟

業
者
が
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

替
え
に
伺
い
ま
す

問
水
道
課
☎
50
・
３
０
３
８

秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
を
実
施

◆
統
一
標
語

　
「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離

　

れ
る　

そ
の
時
を
」

◆
期
間　

11
月
９
日
〜
15
日

◆
防
火
の
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

問
淡
路
広
域
消
防
本
部

　

☎
24
・
０
１
１
９

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
風
景

　※改築の上限額は、上記額の1/2



お知らせ

11 2007.11.1発行
広報 

10

　

舗
装
工
事
に
伴
い
、
通
行
止
め
を
行
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
迂う

回

路
は
誘
導
員
と
看
板
で
案
内
し
ま
す
。

◆
夜
間
工
事
（
午
後
９
時
〜
午
前
６
時
）

▽
区
間　

県
道
洲
本
灘
賀
集
線

　

吉
見
電
気
付
近
（
北
阿
万
）
〜

　

当た
い
ま
り
ょ
う

麻
陵
前
バ
ス
停
（
賀
集
）

▽
期
間　

11
月
５
日
〜
10
日
ま
で

◆
昼
間
工
事
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

▽
区
間　

県
道
洲
本
灘
賀
集
線

　

当
麻
陵
前
バ
ス
停
（
賀
集
）
〜

　

栗
林
商
店
付
近
（
同
）

▽
期
間　

11
月
12
日
〜
24
日
ま
で

問
下
水
道
課
☎
50
・
３
０
３
９

下
水
道
舗
装
工
事
に
伴
う

　
通
行
止
め

地域 内　　容 会　　場 日　　時 備　考

緑
作品展示 緑市民センター

11月２日（金）～４日（日）

　9:00～ 20:00
4日は
18:00 まで

お茶席 緑市民センター２階和室
11月 4日（日）

　10:00 ～ 15:00
無料

三　
　

原

芸能発表 三原公民館２階大ホール
11月３日（土）

　9:00～ 17:00
三原文化芸
能祭

作品展示 三原公民館
11月 1日（木）～3日（土）

　9:00～ 17:00

菊花展 三原公民館前駐車場
10月31日（水）～11月12日（月）

　9:00～ 22:00
夜間照明あ
り

盆栽展 三原図書館１階ロビー
11月 1日（木）～3日（土）

　9:30～ 17:00

小中学校作品展 淡路人形浄瑠璃資料館
10月 31日（水）～18日（日）

　9:30～ 17:00
月曜日休館

西　
　

淡

芸能発表 西淡公民館２階大ホール
11月 4日（日）

　12:30 ～ 17:00

作品展示
西淡公民館内
(第 2庁舎 1階ﾛﾋﾞｰ含む ) 

11 月 1日（木）～4日（日）

　9:00～ 18:00菊花展 西淡第2庁舎玄関周辺

盆栽展 
西淡公民館内
(第 2庁舎 1階ﾛﾋﾞｰ含む ) 

11 月２日（金）～4日（日）

　9:00～ 18:00生花展 西淡公民館２階視聴覚室

姉妹都市（新ひだか
町）交流展

西淡公民館１階ロビー 11月 1日（木）～4日（日）

　9:00～ 18:00幼保園・小中学校作品展 西淡第2庁舎１階集会室

南　
　

淡

芸能発表 南淡公民館
11月 23日（金、祝）

　10:00 ～ 15:30
南淡文化芸
能祭

作品展示 南淡 (福良 ) 公民館
11月 10日（土）～11日（日）

　9:00～ 21:00
11日は
18:00 まで

お茶席 南淡公民館１階ロビー
11月 11日（日）

　13:00 ～
無料、先着
150人

作品展示 賀集公民館
11月 3日（土）～4日（日）

　9:00～ 20:00
4日は
17:00 まで

作品展示 北阿万公民館
11月 3日（土）～4日（日）

　9:00～ 16:30
入場はすべて無料です。各会場の電話番号は、16頁に掲載しています。

文化の秋を楽しもう！

　文化・芸能祭のご案内

 カギをかけていない
 自転車・バイクの盗難多発
　今年９月までの間に、市

内で 25 件のオートバイの

盗難被害が発生しています。

　このうち、無施錠による

盗難被害は、約８割を占めています。泥棒は無

施錠のオートバイを狙っています。

◆短時間でも必ずカギをかけましょう

◆自宅でもカギをかけましょう

◆放置駐輪はやめましょう

　南あわじ警察署では、平成 19年中の刑法犯
罪の認知件数を400件以内に減少させるための
「南あわじ 400作戦」を展開しています。

南あわじ防犯協会・南あわじ警察署

第27回淡路島うずしおマラソン全国大会募集イベント

山口衛里ランニング教室
◆日時　12月１日（土）13:30 ～ 15:30

◆場所　福良小学校グラウンド（雨天時は体育館）

◆講師　山口衛里（㈱天満屋女子陸上競技部

　コーチ。2000年シドニーオリンピック７位

　入賞など国内外で活躍）

◆その他　当日受付。参加無料。運動のできる

　服装、雨の場合は体育館シューズを持参くださ

　い。駐車場は、福良小学校、Ｂ＆Ｇグラウンド

※うずしおマラソン大会の受付コーナーを設けています。

　皆さまのエントリーをお待ちしています。

問うずしおマラソン全国大会事務局（生涯学習文化振興課内）☎ 37-3020

淡路島民俗芸能祭
◆日時　11月 18日（日）午後１時～４時

◆場所　三原公民館

◆内容　島内の伝統芸能保存会等10団体

　によるステージ。パネル展や映像コーナー

　も開設。特別出演「鶴澤友路」　入場無料

問淡路文化会館☎0799-85-1391

　

少
子
対
策
・
子
育
て
支
援
を
市
の
重
要

施
策
と
し
て
取
組
ん
で
い
る
南
あ
わ
じ
市

で
は
、
公
用
車
に
、
子
育
て
支
援
シ
ン
ボ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゆ
め
る
ん
」
と
「
私

公
用
車
に
子
育
て

応
援
ス
テ
ッ
カ
ー

た
ち
も
応
援
し
ま
す
、
あ
な
た
の

子
育
て
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ

た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
て
、
地

域
の
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

▲子育て応援ステッカーを貼付けた公用車

　　　　　　子育てファミリー・サポートくらぶ
　子育て中の保護者をサポート。子どもの一時預かりなどを行います。
◆利用料：30分 300円（共通）　◆対象：０歳～６歳の子ども　※事前面談が必要
名 称 広 田 倭 文 ピッピー 八 木 おのころ 福良
活動場所 緑公民館 倭文支所 働く婦人の家 八木公民館 榎列公民館 児童館

利用時間
月～金
8:00～
18:00

月～金
8:00～
18:00

月～金
8:00～
18:00

月～金
8:00～
19:00

月～金
8:00～
19:00

月～金
8:00～
18:00

申 込 先
原田よし子
☎ 45-0766

平池啓子
☎ 46-0030

松本英子
☎ 42-1024

増田利子
☎ 42-2314

高野春栄
☎ 42-3421

松坂美恵子
☎ 52-1369

　

阿
那
賀
診
療
所
の
大
鐘
稔
彦
院
長
が
九

月
二
十
一
日
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
精

度
管
理
中
央
委
員
会
が
行
う
試
験
に
合
格

し
、「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
読
影
医
師
」
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
乳
が
ん
検
診
で

微
小
・
早
期
乳
が
ん
を
発
見
で
き
る
医
療

機
器
。
同
診
療
所
で
は
、
今
後
他
院
で

撮
っ
た
写
真
を
持
参
し
て
も
読
影
で
き
る

な
ど
、
乳
が
ん
死
亡
数
低
下
に
寄
与
で
き

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
鐘
稔
彦
院
長

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
読
影

　
医
師
に
認
定
さ
れ
る
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よ
う
や
く
平
年
並
み
に
朝
夕
め
っ
き

り
肌
寒
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
夏
は
、観
測
史
上
ま
れ
に
見
る
酷
暑
。

こ
の
異
常
気
象
の
原
因
の
一
つ
が
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
に
よ
る
地
球
温
暖
化

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
レ
ベ
ル
で

深
刻
な
問
題
で
す
。
今
ま
で
以
上
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
物
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た
ワ
ン
ガ

リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
（
ケ
ニ
ア
）
は
、

日
本
語
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
が
世
界

で
最
も
美
し
い
言
葉
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
市
役
所
の
職
員
も
、
お
店
で

レ
ジ
袋
の
か
わ
り
に
は
ん
こ
を
押
し
て

も
ら
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
レ
ジ
袋
が
減

少
さ
せ
ら
れ
る
か
試
す
レ
ジ
袋
減
ら
し

隊
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

後
世
ま
で
良
い
環
境
が
保
た
れ
る
よ

う
、
お
互
い
努
め
た
い
も
の
で
す
。

　

た
だ
、
な
ん
で
も
も
っ
た
い
な
い
と

思
っ
て
、
お
小
遣
だ
け
は
減
ら
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
ね
、
奥
さ
ん
・
・
・（
私

事
で
恐
縮
で
す
）　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

ら

か

室

集

編

◆
南
あ
わ
じ
市
「
食
」
ま
つ
り

　

畜
産
共
進
会

　
　
（
９
月
29
日
・
30
日
、
淡
路
島
牧
場
）

【
和
牛
の
部
】
▽
名
誉
賞　

み
つ
あ
き
〔
藤

原
貢
（
倭
文
）〕
▽
最
優
秀
賞　

ほ
し
〔
藤

川
徹
（
市
）〕、ふ
く
よ
し
〔
竹
内
長
吉
（
北

阿
万
）〕、ほ
な
み
〔
菖
蒲
秋
夫
（
倭
文
）〕、

て
る
ゆ
き
〔
沖
功
（
松
帆
）〕、
だ
い
ふ

く
〔
吉
田
重
夫
（
神
代
）〕、な
み
よ
２
〔
吉

田
政
光
（
神
代
）〕

【
乳
牛
の
部
】
▽
名
誉
賞　

未
経
産
の
部

＝
デ
ー
リ
ー
メ
ー
ド　

フ
ァ
ー
ム　

ジ

エ
ス
ロ　

ジ
ュ
ラ
ー
マ
ド
ン
ナ
〔
賀
集

一
裕
（
賀
集
）〕、
経
産
の
部
＝
レ
デ
ィ

ス
マ
ナ
ー　

エ
ス
カ
レ
ー
ド
Ｅ
Ｔ
〔
山

口
貴
士
（
北
阿
万
）
▽
優
秀
賞　

未
経

産
の
部
＝
ス
ー
リ
ン
ワ
ー
ル
ド　

グ
レ

ン　

ダ
ン
デ
ィ
〔
藤
田
隆
（
北
阿
万
）〕、

経
産
の
部
＝
パ
イ
ン
リ
ツ
ジ　

ダ
ー
ハ

ム　

シ
ル
バ
ー
〔
谷
田
収
作
（
志
知
）〕

競技名 ６年 ５年 ４年

60m走
男子 小端智哉（福良小）中尾成希（辰美小）大巻貴都（広田小）

女子 中野舞衣子（福良小）永楽しおり（西淡志知小）安田あかね（北阿万小）

100m走
男子 宇治和希（北阿万小） 杉本郁弥（榎列小）菅本瑠輝（賀集小）

女子 新田瑠奈（北阿万小） 田村莉愛（北阿万小） 坂本葵（賀集小）

走り幅
跳び

男子 大本竜之介（広田小）西岡龍之介（北阿万小）小林大樹（広田小）

女子 中島朱里（賀集小）山川典恵（賀集小）神木望（榎列小）

ボール
投げ

男子 道上一（辰美小） 今田有軌（松帆小） 集田和哉（広田小）

女子 竹中愛加里（福良小）西庄遥香（北阿万小） 菊澤真帆（倭文小）

200m走
男子 柏木愁人（広田小）藪田悠平（賀集小）－

女子 長尾里奈（神代小）前川紗梨（阿万小）－

1500m走 男子 岩鼻亮（阿万小） 田原雄佑（北阿万小） －

800m走 女子 近野紗希（広田小）高田未生菜（松帆小）－

走り高
跳び

男子 林広大（灘小） 川口雅也（沼島小）－

女子 島田樹里（神代小）原口千阿希（神代小）－

400m
リレー

男子 広田小Ａ 賀集小Ａ 広田小Ａ

女子 福良小Ａ 北阿万小Ａ 賀集小Ａ

◆第３回南あわじ市小学校陸上競技大会（１位のみ）
　　　　　　　　　　　　　　（10月３日・三原健康広場）

19
年
度
畜
産
功
労
者
表
彰

　
「
食
」
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
の
席
上
、

畜
産
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
和
牛　

前
川
新
一
（
松
帆
）　
　
　
　

  

          

向
正
一
（
八
木
）

◆
乳
牛　

仲
野
重
光
（
市
）

　
　
　
　

坂
本
義
大
（
北
阿
万
）

◆
そ
菜　

中
田
和
夫
（
倭
文
）　
　
　
　

  

          

岡
本
和
幸
（
阿
万
）

◆
南
あ
わ
じ
市
少
年
野
球
大
会

（
９
月
９
日
・
16
日
、
三
原
健
康
広
場
）

①
広
田
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
②
神
代
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
③
阿
万
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、

お
の
こ
ろ
ク
ラ
ブ

◆
三
原
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

　
　
　
（
10
月
７
日
、
三
原
健
康
広
場
）

【
地
区
対
抗
玉
入
れ
】
①
八
木
②
神
代
③

榎
列
、
倭
文

【
育
成
団
体
対
抗
リ
レ
ー
】
▽
男
子
の
部

①
お
の
こ
ろ
ク
ラ
ブ
Ａ
②
神
代
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
③
三
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽

女
子
の
部
①
三
原
ミ
ニ
バ
ス
・
マ
ジ
ッ

ク
②
三
原
ミ
ニ
バ
ス
・
レ
イ
カ
ー
ズ
③

市
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ａ

【
地
区
対
抗
綱
引
き
】
①
上
八
木
②
浦
壁

③
委
文

【
団
体
対
抗
大
縄
跳
び
】
▽
小
学
４
年
生

の
部
①
レ
ッ
ド
ユ
ニ
オ
ン
ズ
②
元
気
一

位
▽
同
５
年
生
①
ず
っ
と　

ず
っ
と　

ず
ー
っ
と
５
の
１
②
ヤ
ギ
小
学
校
だ
っ

て
？
で
も
そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
〜
▽
同

６
年
生
①
フ
ァ
イ
ヤ
ー　

ど
ん
だ
け　

ベ
イ
ビ
ィ
ー
②
チ
ョ
コ　

ソ
フ
ト　

ク

リ
ー
ミ
ー
▽
Ｐ
Ｔ
Ａ
①
神
代
小
学
校
５

年
②
神
代
小
学
校
２
年
▽
加
盟
団
体
①

野
球
連
盟
②
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
・
く
ま
し
ろ

▽
保
体
・
一
般
①
志
知
②
神
代

【
地
区
対
抗
年
代
別
リ
レ
ー
】
▽
男
子
の

部
①
福
永
②
南
所
③
円
行
寺
▽
女
子
の

部
①
福
永
②
寺
内
③
市
え
び
す

◆
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会

　
　
　
（
10
月
６
日
・
７
日
、
島
根
県
）

【
男
子
ト
リ
プ
ル
ス
】
５
位
入
賞　

兵
庫

Ｃ
チ
ー
ム
（
喜
田
篤
實
、
野
口
浩
一
、

上
田
龍
司
）

◆
各
種
大
会
の
結
果
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　年内中に浄化槽または汲み取り式の便所
の清掃を予定されている方は、下記事業者
までご予約ください。年末は搬出量が増加
しますので、早めにお願いします。
◆大型浄化槽（20人槽以上）の清掃
　11月 15日（木）まで
◆汲み取り式便所、小型浄化槽の清掃
　12月７日（金）まで

許可業者 電話 緑地区
在住

西淡地区
在住

三原地区
在住

南淡地区
在住

西淡清掃 39-0773 ○
サンスイ 42-2213 ○ ○
南淡衛生社 52-0692 ○ ○
洲本衛生公社 22-0098 ○ ○ ○
中谷清掃 22-2609 ○
さくら清掃 52-0451 ○ ○ ○ ○
淡路清掃社 45-0413 ○ ○
全淡水質管理ｾﾝﾀｰ 42-1415 ○

年末のし尿処理の予約はお早めに

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

連
絡
（
相
談
）
先

▽
虐
待
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
７
８
・
９
２
１
・
９
１
１
９

▽
福
祉
課
（
家
庭
児
童
相
談
室
、

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

☎
44
・
３
０
１
３

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
児
童
虐
待
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う

児
童
相
談
所
な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
を
疑
う
よ
う
な
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
次
の
連
絡
先
に

連
絡
（
相
談
）
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
防
止
に
ご
協
力
を

松
帆
西
路
団
地
、
好
評
分
譲
中　
残
り
９
区
画

　

松
帆
西
路
団
地
の
分
譲
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
約
30
％

値
下
げ
し
、
お
求
め
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
販
売
価
格
は
７
３
６
万

円
〜
１
３
３
９
万
円
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
現
地

を
案
内
し
ま
す
。

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

児
童
虐
待
と
は
？

▽
身
体
的
虐
待　

な
ぐ
る
、け
る
、

首
を
し
め
る
、
や
け
ど
を
負
わ

せ
る
な
ど

▽
性
的
虐
待　

性
的
な
い
た
ず

ら
、
性
的
行
為
な
ど
を
し
た

り
、
さ
せ
る
こ
と

▽
ネ
グ
レ
ク
ト　

子
ど
も
を
家
に

閉
じ
こ
め
た
り
、
病
気
や
ケ
ガ

を
し
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
、
食
事
を
与
え
な
い
な
ど

▽
心
理
的
虐
待　

言
葉
で
脅
し
た

り
、
無
視
し
た
り
、
心
に
傷
を

与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と

守
秘
義
務
違
反
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

医
師
や
公
務
員
な
ど
に
は
職
業

上
知
り
得
た
個
人
の
秘
密
を
守
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
子

ど
も
の
虐
待
を
連
絡
す
る
義
務

は
、
法
律
で
守
秘
義
務
よ
り
優
先

さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人
が
誰
か

特
定
さ
れ
て
る
よ
う
な
情
報
は
、

決
し
て
も
ら
し
ま
せ
ん
。
秘
密
は

必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

あなたの街で調べた物価、比べて分かる日本経済

 全国物価統計調査
　この調査は、消費者が購入する主な商品の販売

価格やサービスの料金など物価に関する大規模な

調査で、11 月上旬から下旬にかけて、兵庫県知

事に任命された調査員が小売店舗を訪問して調査

票の配布と取集を行います。また、飲食店やサー

ビス事業所は市区町村で、通信販売を行っている

企業については総務省統計局で、それぞれ調査を

行います。

◆調査日：11月 21日（水）
　対象となった皆さまはご協力をお願いします

　　　　総務省統計局・兵庫県・南あわじ市
問総務課☎43-5001

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
で
す

入
山
に
は
ご
注
意
を

　

ハ
ン
タ
ー
が
銃
器
や
ワ
ナ

で
狩
猟
を
し
ま
す
。

　

目
立
つ
服
装
で
入
山
し
、

お
互
い
注
意
し
て
事
故
の
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
15
日
〜
翌
年
２
月
29

日
ま
で
。

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
０
２
５

淡路島女子駅伝競走大会

交通規制に
ご協力を！

11月３日（土、祝）
◆コース　淡路市「しづかホー

　ル」～南淡公民館まで

◆交通規制区間

　（　）は規制開始時間

淡路市志筑（9:15）～多賀

（9:20）～郡家（9:20）～　

洲本市五色町都志（10:20）

～都志大宮（折り返し）～鳥飼

浦（10:20）～湊 (10:45) ～

志知 (10:45) ～福良 (11:20）

問大会実行委員会☎24-4770
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南
あ
わ
じ
市
神
戸
寮
入
寮
者

▽
入
寮
資
格　

淡
路
島
か
ら
阪
神

間
に
就
学
・
就
職
す
る
方
で
、

未
婚
の
青
年
男
女
ま
た
は
単

身
赴
任
者

▽
寮
の
所
在
地　

神
戸
市
長
田
区

房
王
寺
町
６
丁
目
２
番
５
号

（
神
戸
電
鉄
『
長
田
駅
』
下
車
・

徒
歩
２
分
）

▽
募
集
数
等　

12
室
。
入
寮
す
る

部
屋
は
先
着
に
よ
っ
て
決
定
。

家
賃
月
額
３
万
５
千
円
ま
た

は
３
万
７
千
円
。
共
益
費
１
千

円
。
敷
金
、
寮
費
の
３
ケ
月
分

▽
入
寮
期
間　

２
年
間

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３　

※
満
室
に
な
り

次
第
締
め
切
り

市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
等
は
、
26
万
８
千
円
以
下
）

▽
川
向
団
地
（
広
田
広
田
）、
1

戸
、
D
棟
１
０
１
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
平
成
６
年
度
建

築
、
家
賃
月
額
２
万
２
千
７
百

円
〜
４
万
９
千
８
百
円
、
駐
車

場
１
台
月
額
２
千
５
百
円

▽
津
井
団
地
（
津
井
）　

１
戸
、
Ｃ

棟
２
号
、
３
Ｋ
、
２
階
建
（
室
内

階
段
）、
単
身
不
可
、
昭
和
59
年
度

建
築
。
家
賃
月
額
１
万
４
千
８
百

円
〜
３
万
２
千
６
百
円

▽
福
良
漁
民
住
宅
（
福
良
丙
、
風

呂
な
し
）　

１
戸
、
４
０
４
号
、

４
階
、
エ
レ
ベ
ー
タ
無
し
、
２

Ｄ
Ｋ
、
単
身
可
（
条
件
あ
り
）、

昭
和
41
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

４
千
９
百
円
〜
１
万
８
百
円
。
漁

業
法
第
２
条
第
２
項
に
定
め
る
漁

業
者
と
漁
業
従
事
者
を
優
先

▽
四
季
の
丘
団
地
（
阿
万
塩

屋
）
１
戸
、
I
棟
２
号
（
２

階
）、
３
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、

平
成
16
年
度
建
築
、
家
賃
月
額

２
万
３
千
円
〜
５
万
５
百
円
、

駐
車
場
１
台
月
額
２
千
５
百

円
（
屋
根
付
５
千
円
）

◆
申
込
期
限　

11
月
15
日
（
木
）

◆
公
開
抽
選
日　

11
月
26
日（
月
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
和
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

自
衛
官

▽ 

種
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
特

別
職
国
家
公
務
員
）

▽ 

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳

未
満
（
来
年
４
月
１
日
現
在
）

の
男
子

▽ 

受
付
期
限　

11
月
16
日
（
金
）

▽ 

試
験
日　
　

11
月
17
日
（
土
）

ま
た
は
18
日
（
日
）

問
自
衛
隊
あ
わ
じ
駐
在
員
事
務
所

☎
24
・
２
４
４
９

家
庭
用
品
修
理
会
（
有
料
）

▽
日
時
・
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ

ー　

11
月
10
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
12
時
（
返
却
は
、
翌

日
午
後
３
時
〜
同
セ
ン
タ
ー

で
）、
南
淡
公
民
館　

11
月
21

日
（
水
）
午
前
９
時
〜
12
時
（
返

却
は
翌
日
午
後
３
時
〜
南
淡

公
民
館
中
庭
）

▽
修
理
が
で
き
る
品　

包
丁
、
ハ

サ
ミ
砥
ぎ
、　

な
べ
、
ヤ
カ
ン

の
鋳
掛
、
洋
傘
骨
折
、
曲
が
り

問
市
消
費
者
協
会
（
商
工
観
光
課

内
）
☎
37
・
３
０
１
２

地
元
の
星　

加
地
亮
選
手
を

ス
タ
ジ
ア
ム
で
応
援
し
よ
う

▽
内
容　

加
地
亮
選
手
の
所
属
す

る
「
ガ
ン
バ
大
阪
」
対
Ｊ
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
た
五
色
出
身

土
井
良
太
選
手
の
所
属
す
る

「
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
」
戦

▽ 

日
程　

11
月
24
日
（
土
）
午
前

10
時
、
西
淡
庁
舎
出
発
。（
午

後
２
時
開
始
）

▽
参
加
費　

大
人
７
千
２
百
円
、

子
ど
も
５
千
７
百
円
（
保
護
者

同
伴
）。
希
望
者
に
弁
当
手
配

（
８
百
円
）

▽
申
込
み　

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
河
辺
）
☎
０
９
０
・
３
６
２
２ 

・
８
９
４
３
、
F 

36
・
５
５
７
９

　

※
先
着
優
先

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
共

済
（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

  

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
共
済

は
、
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原

因
で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面

し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

中
小
企
業
を
守
る
た
め
に
国
が
つ

く
っ
た
共
済
制
度
で
す
。

　

無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積

み
立
て
掛
け
金
の
10
倍
の
範
囲

内
（
最
高
３
千
２
百
万
円
）
で
被

害
額
相
当
の
共
済
金
が
借
入
れ
可

能
。
毎
月
の
掛
け
金
も
税
法
上
、

必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で

き
ま
す
。

　

申
込
み
は
商
工
会
、
金
融
機
関

の
本
支
店
の
窓
口
へ
。
制
度
の
運

用
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
（h

ttp
://w
w
w
.

sm
rj.g
o
.jp
/k
y
o
sa
i/in
d
e
x.

h
tm
l

）
が
行
っ
て
い
ま
す
。

第
３
子
へ
紙
オ
ム
ツ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

  

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路
で

は
少
子
化
対
策
支
援
と
し
て
、
第

３
子
以
上
の
新
生
児
へ
、
紙
オ
ム

ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
対
象　

島
内
在
住
の
第
３
子
以

上
の
新
生
児
（
19
年
８
月
１
日

か
ら
20
年
７
月
31
日
生
れ
）

▽
品
物　

紙
お
む
つ
68
枚
入
り

（
引
き
換
え
券
を
送
付
、
指
定

の
商
店
で
品
物
と
交
換
）

▽
申
込
方
法　

市
役
所
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
備
付
の
申
込
用
紙

に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

請
。
平
成
20
年
８
月
20
日
ま
で

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路

（
大
継
）
☎
22
・
２
０
３
３

鳴
門
岬
周
辺
の
美
化
活
動

▽ 

日
時　

11
月
21
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
場
所　

鳴
門
岬
（
道
の
駅
う
ず

し
お
〜
笹
山
駐
車
場
）
周
辺　

一
般
参
加
大
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ー
ル
・
イ
ン

淡
路
２
０
０
７

▽
日
時　

11
月
23
日
（
金
、
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

県
立
淡
路
文
化
会
館

（
淡
路
市
多
賀
）

▽
内
容　

家
庭
に
あ
る
不
用
品
や

手
作
り
品
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
（
出
店
数
約
90
店
）。
菜

の
花
エ
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
同
時
開
催

問
淡
路
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
０
９
９
９

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
改
正

平
成
19
年
10
月
31
日
か
ら

時
間
額　

６
９
７
円

※ 

産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て

は
、
現
在
改
正
審
議
中
で
す

問
兵
庫
労
働
局
賃
金
課
☎

０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
４
、

淡
路
労
働
基
準
監
督
署
☎
22
・

２
５
９
１

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
の

ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
し
た

  

10
月
１
日
か
ら
、「
雇
用
対
策
法

及
び
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し

た
こ
と
に
伴
い
、
す
べ
て
の
事
業

主
の
方
に
対
し
「
外
国
人
雇
用
状

況
の
届
出
の
義
務
化
」、「
外
国
人

労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
及
び

再
就
職
支
援
の
努
力
義
務
」
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
兵
庫
労
働
局
職
業
対
策
課
☎

０
７
８
・
３
６
７
・
０
８
１
０
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
☎
22
・

０
６
２
０

税
を
考
え
る
週
間

　
　
11
月
11
日
〜
17
日

  

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日

〜
17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
定
め
、
広
報
広
聴
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
に
引
き

続
き
、「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」

を
テ
ー
マ
に
、
少
子
・
高
齢
社
会

に
お
け
る
税
の
意
義
や
役
割
及
び

税
務
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
取
組
み

と
し
て
「
国
税
電
子
申
告
納
税
シ

ス
テ
ム
（e-Tax

）」
の
利
用
促

進
を
重
点
に
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
洲
本
税
務
署
内
で
も
、
12

日
か
ら
16
日
ま
で
、
税
に
関
す
る

小
学
生
の
書
道
の
展
示
や
、
中
・

高
校
生
の
作
文
の
入
賞
者
の
発
表

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
署

く
だ
さ
い
。

問
洲
本
税
務
署
☎
24
・
１
２
１
２

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
移
動

相
談　

  

聴
覚
障
害
や
音
声
・
言
語
障
害

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽ 

日
程　

11
月
21
日
（
水
）
午
前
９
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　13日（火）・27日（火）
　13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

行政相談
◆日時　15 日（木）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎ 43-5023

多重債務者相談（先着９人）
◆日時　21 日（水）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原公民館　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

高齢者の総合相談
（法律相談）
◆日時　９日 (金 )・22日（木）
　13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　20日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　26日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士野口泰

や す し

嗣事務所☎ 26-3123

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する
　相談等。面接相談を基本とします
◆日時　12日（月）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　☎ 22-4152 予約必要
こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

 11月の
　無料相談
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●山下バッティングセンター
曽我部敦史著（メディアファクトリー）

「生身の人間が投球するリアルバッ
ティングセンターがあるらしい
･･･」都市伝説サイトで見つけた書
き込みを頼りに、オレとオーシマ
は北陸の小さな町、いわくつきの
山、廃虚化した遊園地を右往左往。
脱力青春ロードノベル。第2回ダ・
ヴィンチ文学賞優秀賞受賞作品。
●えほんであそぼうさんぽさんぽ1.2.3
　村上勉作（教育評論社）

緑公民館図書室☎44-3008

●おひさまいろのきもの
広野多珂子作・絵（福音館書店）

ある村に、目の見えない
ふうという女の子がい
た。貧しい中でも母と楽
しく暮らしていた。ある
時、仲良しのさっちゃん
とたみちゃんが、おうち
で秋祭り用のきものを
作ってもらってる事を知
り…。大正時代を背景に
描かれた絵本。

●三面記事小説
　角田光代著（文藝春秋） 三原図書館☎43-5037

●ぼくがラーメンたべてるとき
長谷川義史作・絵（教育画劇）

僕がラーメンたべてると
き、となりでミケがあくび
した。となりでミケがあく
びしたとき、となりのみっ
ちゃんがチャンネルを変え
た…。遠く遠く離れた国で
いま何が起こっているのだ
ろう? 同じこの空の下で。

●子育てが楽しくなるちょっとした習慣
　日本公文教育研究会子育て支援センター著
　                  （ＰＨＰ出版）西淡公民館図書室☎37-3028

●そうだ、葉っぱを売ろう！ 過疎の町、どん底からの再生
横石知二著（ソフトバンククリエイティブ）

山々に囲まれた過疎の町、上
勝町。農協の指導員としてこ
の町に赴任した青年は、ある
とき葉っぱをお金に変えるこ
とを思いつく。その日から青
年の悪戦苦闘の日々が始まっ
た。徳島の小さな町の奇跡が
ついに書籍化。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
※三原図書館は、特別整理のための休館、
　11月30日（金）～12月６日（木）まで

ま
な
び
の
扉

み
ん
な
で
楽
し
く
！

ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
教
室

▽
日
時　

11
月
24
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
。
全
４
回

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
受
講
料　

千
円
（
４
回
分
）

▽
対
象　

年
長
〜
大
人
。
定
員
20

人
（
先
着
順
）。
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴

▽
申
込
み　

西
淡
公
民
館
☎
37
・

３
０
２
８

働
く
婦
人
の
家

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り

▽
日
時　

12
月
22
日
（
土
）
①
午

前
の
部
＝
10
時
〜
正
午
②
午

後
の
部
＝
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
各
部
と
も
定
員
20
人
）

▽
場
所　

働
く
婦
人
の
家
調
理
室

▽
材
料
費
等　

２
千
５
百
円
程
度

▽
講
師　

角
所
美
津
子
氏

▽
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▽
申
込
み　

働
く
婦
人
の
家
☎

43
・
２
３
２
６
（
先
着
順
）

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
「
ほ
ん
ま
も

ん
！
う
ま
い
も
ん
！
淡
路
島
」

▽
日
時　

11
月
８
日
（
木
）
午
後

１
時

▽
場
所　

淡
路
文
化
会
館　

講
堂

▽
内
容　

食
育
・
料
理
研
究
家　

坂
本
廣
子
氏
に
よ
る
講
演

▽
参
加
費　

無
料

問
淡
路
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
０
９
９
９

み
ど
り
ふ
れ
あ
い
寄
席

▽
日
時　

11
月
11
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

落
語
（
桂
九
雀
ほ
か
）

▽
入
場
料　

無
料

問
人
権
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
９

第
19
回
淡
路
子
ど
も
の
心
研

修
会
「
発
達
障
害
の
指
導
」

▽
日
時　

11
月
17
日
（
土
）
午
後

２
時

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

大
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

　

　旧伊加利小学校北

に広がる伊加利沖田

遺跡は、弥生時代～

室町時代にかけての

遺跡です。

　伊加利地区は平野

が狭いものの、三原

平野と四国に渡る阿

那賀地区との中間に

位置する交通の要衝

であったと考えられます。

　平成４・５年度に行った調査において、今から 1600 年前

の古墳時代初め頃の土
は じ き

師器がまとまって出土しており、早い

時期から集落が継続して営まれていたと考えられます。

　　　　　　問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

伊い

か

り

お

き

た

加
利
沖
田
遺
跡
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シリーズ

▽
内
容　
「
幼
児
期
の
発
達
障
害

の
指
導
」
〜
高
機
能
自
閉
症
児

の
支
援
に
つ
い
て
〜

▽
講
師　

言
語
聴
覚
士　

石
井
喜

代
香
氏

問
た
な
か
医
院
☎
45
・
１
５
５
９

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
ひ
ょ
う
ご

ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

▽
日
時　

11
月
25
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
（
受
付
）

▽
場
所　

灘
漁
港
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
内
容　

上
級
、
中
級
、
初
級
に

分
か
れ
て
予
選
リ
ー
グ
と
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
種
目　

ダ
ブ
ル
ス
、
ト
リ
プ
ル
ス

▽
参
加
費　

１
人
５
百
円（
昼
食
付
）

▽
申
込
み　

生
涯
学
習
文
化
振
興

課
☎
37
・
３
０
２
０

第
43
回
天
体
観
測
会

し
し
座
流
星
群
を
見
よ
う

▽
日
時　

11
月
18
日
（
日
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
室
内
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。
参
加
費
無

料
。
保
護
者
同
伴

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場
（
木

田
徹
）
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・ 

３
８
２
４

淡
路
人
形
協
会
の
各
種
講
座

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
歴
史
講
座

▽
日
時　

11
月
26
日
（
月
）
午
後

７
時
30
分

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
内
容　

蜂
須
賀
氏
の
淡
路
支
配

と
人
形
浄
瑠
璃
（
講
師
：
武
田

信
一
氏
）

▽
受
講
料　

１
回
３
百
円

●はたらきもののナマケモノ
　斉藤洋作／武田美穂絵（理論社）

　図書館（室）は、高齢者から小さ

なお子さままで毎日多くの方が利用

しています。お子さま連れでご来館

の際は、お子さまから目を離さず、

安全に楽しく利用できるよう、ご協

力をお願いします。

　私語や音読、携帯電話の使用は他

の方のご迷惑になりますので、ご遠

慮くださいますようお願いします。

また、館内での飲食・喫煙はかたく

お断りします。お互いにマナーを守っ

て、快適に過ごしましょう。

◆期間　11月15日（木）～29日（木）

◆場所　南淡図書館　１階展示室

◆内容　児童館クラブの作品

　　　　（書道・図画・工作）

図書館からのお願い

●11月の図書館カレンダー

◆
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
講
座

▽
日
時　

11
月
８
日
（
木
）
午
後

７
時
30
分

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
内
容　

新
た
な
人
形
芝
居
を
つ

く
る
（
講
師
：
佐
藤
克
明
氏
）

▽
受
講
料　

無
料

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
教
養
講
座

▽
日
時　

11
月
19
日
（
月
）
午
後

７
時
30
分

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
内
容　

三
味
線
に
つ
い
て
（
講

師
：
竹
内
有
一
氏
）

▽
受
講
料　

無
料

◆
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
☎
37
・
３
０
２
０

直
原
玉
青
善
縁
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
〜
高
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
〜

　

直
原
画
伯
の
30
年
来
の
お
弟
子

さ
ん
で
、
直
原
画
伯
が
主
宰
し
た

青
玲
社
の
機
関
誌
「
青
玲
」
の
編

集
者
で
も
あ
っ
た
高
野
洋
子
さ
ん

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
60
点
を
展
示
。

▽
期
間　

11
月
25
日
（
日
）
ま
で

▽
場
所　

玉
青
館
（
松
帆
西
路
）

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

◆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

11
月
23
日
（
祝
）
午
後

２
時
〜
。
午
後
１
時
〜
先
着
50

人
に
抹
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
勢
揃
い

　

11
月
７
日
（
水
）
〜
来
年
２
月

４
日
ま
で

◆
淡
路
人
形
か
し
ら
展
（
三
原

木で

こ偶
づ
く
り
講
座
生
作
品
展
）

　

11
月
４
日
（
日
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
義
経
千
本
桜　

道み
ち
ゆ
き
は
つ
ね
の
た
び

行
初
音
旅
」

　

来
年
８
月
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

※○はおやすみです

　
　トレーニングルームを利用する場合、初
回のみ、講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは 11 月２日（金）午前８時 30
分から電話で受付。☎ 50-5077

※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

11月10日 土 10:30 ～ 14:00 ～

11月11日 日 10:30 ～ 14:00 ～

11月16日 金 13:30 ～ 19:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

▲遺跡から出土した土師器

▲桂九雀

児童館クラブ作品展

月末日

              1　 2  3

 4 　 5 　 6   7 　 8   9  10

11　12　13   14　15  16   17

18　19　20   21　22　23　24

 25　26  27   28   29  30  

日 月 火 水 木 金 土
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いきいき健康生活
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い
き
い
き
健
康
生
活

問健康課
☎44-3004
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11月の健康カレンダー

内容 日 曜日 時間 場所
糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽症糖尿病
で64歳までの方を対象（要予約）

14 水  9:00 ～ 16:00 南淡福祉保健センター

26 月 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

７ 水   9:00 ～ 11:00 緑保健福祉センター
12 月   〃 三原保健センター
19 月   〃 西淡保健センター
26 月   〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
エアロビクス・スト
レッチ体操。64歳まで
の方を対象（要予約）

13 火 13:30 ～ 15:00 南淡福祉保健センター

19 月 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対象

１ 木   9:30 ～ 11:00 西淡保健センター
５ 月 〃 南淡福祉保健センター
13 火 13:30 ～ 15:00 緑保健福祉センター
15 木 13:00 ～ 15:00 沼島総合センター
19 月 12:30 ～ 15:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
足腰を鍛える体操
など。65歳以上の
方を対象（要予約）

１ 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター

12 月 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
64歳までの機能訓
練を必要とされる方
を対象（要予約）

14 水 13:30 ～ 15:30 西淡保健センター

28 水 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動

65歳以上の方を対
象（要予約）

８ 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
８ 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
13 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
13 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
22 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
22 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
27 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
27 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成16年８月･17年２月生）

６ 火 13:00～13:15

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 17 年８月生）
20 火 13:00～13:15

母親学級 ８ 木 13:15～13:30
遊びの教室 22 木   9:30～10:00
発達支援相談 22 木 13:30 ～（予約制）

育児相談
（平成18年９月生）
（平成19年４月生）

７ 水 13:00～13:15 西淡保健センター
14 水 〃 緑保健福祉センター
21 水 〃 南淡福祉保健センター
28 水 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（平成16年 10月生）

16 金 12:30～12:45 緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（平成18年４月生）

２ 金 12:30～12:45 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成19年１月生）

９ 金 12:30～12:45 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成19年７月生）

30 金 12:30～12:45 西淡保健センター

食育講座
（平成19年６月生）

27 火   9:45～10:00 西淡保健センター

幼児食育講座 １ 木   9:30～10:00 南淡福祉保健センター

ポリオ予防接種

７ 水 13:15～14:00 南淡福祉保健センター
13 火 〃 西淡保健センター
14 水 〃 三原保健センター
21 水 〃 三原保健センター
27 火 〃 緑保健福祉センター
28 水 〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病、介護予
防の相談など

22 木   9:30 ～ 11:00 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
男 の 料 理 教 室 13 火   9:30 ～ 12:00 三原保健センター
食 生 活 改 善 教 室 ８ 木 〃 緑 市 民 セ ン タ ー

内容 日 曜日 時間 場所
愛育班活動 15 木   9:30 ～ 12:00 沼島総合センター

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

11月３日（土） 浦 瀬　 巖 医師 畑 田 卓 也 医師
11月４日（日） 大 鐘 稔 彦 医師 渡辺    優 医師
11月11日（日） 大 森 弘 之 医師 斉 藤 雅 文 医師
11月18日（日） 穀 内 勇 夫 医師 柴 田 亮 平 医師
11月23日（金） 畑 田 卓 也 医師 橋 田 友 孝 医師
11月25日（日） 富 本 喜 文 医師 穀 内 純 江 医師

診察日 担当医師 備　考
11月３日（土） 坂口美奈子 医師

　担当医は都合に
より変更になるこ
ともあります。
　受診前に電話を
おかけください
（☎23ｰ2700）

11月４日（日） 村 上 龍 助 医師
11月11日（日） 富 本 康 仁 医師
11月18日（日） 奥村　　司 医師
11月23日（金） 大橋　　明 医師
11月25日（日） 植村幹二郎 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

　

今
年
度
の
町
ぐ
る
み
健
診
の
基

本
健
診
受
診
者
は
、
９
３
３
８
人

で
し
た
。
そ
の
う
ち
、「
異
常
を

認
め
ず
」
の
人
は
、
全
体
の
わ
ず

か
５
・
７
％
で
し
た
。（
図
１
）

　

項
目
別
で
は
、
血
液
脂
質
の
異

常
率
が
31
・
２
％
と
全
体
で
一
番

高
く
、
次
い
で
肥
満
、
糖
尿
病
で

す
。（
図
２
）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
リ
ス
ク
を
減
ら
そ
う

　

お
へ
そ
ま
わ
り
の
腹
囲
が
、
男

性
85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
高
血
圧
、
高

血
糖
、
高
脂
血
症
の
３
項
目
中
２

健
診
結
果
で
生
活
習
慣
病
予
防

項
目
以
上
に
当
て
は
ま
る
と
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
と
診
断
さ
れ
ま

す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
項
目
が
軽

度
の
段
階
で
も
、
生
活
習
慣
病
の

危
険
因
子
が
重
な
る
と
動
脈
硬
化

が
急
速
に
進
行
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
肥
満
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、

高
脂
血
症
の
う
ち
３
個
以
上
合
併

す
る
と
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患

の
発
症
率
は
約
36
倍
に

達
す
る
と
い
う
事
実
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
３
）

自
覚
症
状
の
な
い
生

活
習
慣
病
は
健
診
結

果
で
早
期
発
見
を

　

生
活
習
慣
病
は
、
食

べ
過
ぎ
、
食
事
の
偏

り
、
飲
み
過
ぎ
、
運
動

不
足
な
ど
、
悪
い
生
活

習
慣
の
積
み
重
ね
で
発

症
し
ま
す
。
定
期
的
に

健
康
診
断
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
の
検
査
結
果
の

推
移
か
ら
、
体
の
変
化

や
問
題
点
を
知
り
、
病

日 曜日 受付時間 場　　所
７ 水 11:30～16:00 パ ル テ ィ

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の運動教
室（筋力向上トレー
ニング、リズム体
操など）

65歳以上の方を対
象（要予約）

２ 金   9:30 ～ 11:30 三原市民センター
２ 金 13:30 ～ 15:30 松帆活性化センター
９ 金   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
９ 金 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター
16 金   9:30 ～ 11:30 三原市民センター
16 金 13:30 ～ 15:30 西 淡 公 民 館
30 金   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
30 金 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
介護予防のための
講座（認知症予防、
お口の健康、食事など）
65歳以上の方を対
象（要予約）

７ 水   9:30 ～ 11:30 西淡保健センター
７ 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
19 月   9:30 ～ 11:30 三原保健センター
19 月 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター

日本紅
こ う は ん

斑熱にご注意
　日本紅斑熱とは、野山や川原などの草の葉や土の上
に潜む「マダニ」が病原体を媒介する病気で、発熱や
発疹、頭痛などの症状が表れます。マダニに刺されて
から２～８日後に症状が現れます。
　野山や川原などへ行く際は、肌を出さないようにし
ましょう。もし感染したら病院で診てもらいましょう。
　　　　問洲本健康福祉事務所☎ 26-2062

 ■時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名
月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院
八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 ●平日18:00～23:00

●土曜日13:00～23:00南淡路病院

血　　圧　  4.2％    375人
血液脂質　31.2％ 2,812人
心　　臓　  2.9％    236人
眼　　底　  0.1％      10人

肝　　臓　  6.1％    550人

糖 尿 病   11.2％ 1,015 人

腎　　臓　  4.2％    379人

尿　　酸　  3.1％    279人

貧　　血　  4.7％    423人

体　　格　やせ＝8.1％（734人）、肥満＝20.6％（1,862人）

異常認めず
     5.7％

要観察
25.5％

要精密検査
23.1％

要医療
10.5％

要継続医療

35.2％

（図１）基本健診　総合判定結果

※受診者総数9,338人

（図２）

（図３）生活習慣病が集まると危険度増大 !!

基本健診受診人数　9,338人

気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
健
診
事
後

教
室
と
し
て
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
支
援

事
業
や
、
個
別
健
康
教
室
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▲病原体を媒介するマダニ
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平成19年10月19日ま
での受付分 （敬称略）

※この欄への掲載を希望し
ない人は、届け出のときに窓
口へお申し出ください

2007.11.1発行21

２
つ
の
目
で

　

見
て
い
ま
す
か
？ ●人　口 53,209人（前月比－26人）

　（男）　 25,686人（前月比－18人）
　（女）　 27,523人（前月比－8人）
●世帯数 18,200世帯（前月比＋3世帯）
　　　　　　　　※平成19年10月1日現在

　

私
た
ち
大
人
は
、
人
を
み
る
と

き
、
第
一
印
象
で
判
断
し
て
「
こ

の
人
は
こ
ん
な
ん
だ
ろ
う
」
と
、

勝
手
に
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
、
よ
く
あ
り
が
ち
だ
と
思
い
ま

す
。

　

接
し
て
み
て
、
初
め
て
間
違
っ

て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
も

多
々
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
人
の
長
所
を
み
つ
け
よ

う
と
し
た
り
、
長
所
を
見
る
よ
う

に
す
る
と
、
短
所
だ
と
思
わ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
も
、
そ
の
人
の
も
つ

良
さ
「
個
性
」
な
ん
だ
と
思
え
る

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

出生

死亡

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
道上　元気（松　帆）
豊田　哲也（　湊　）
庄田　泰裕（　市　）
増田益太郎（福　良）
平野　　徹（北阿万）
柏尾　知明（北阿万）
佐々木祐輔（広　田）
下川　貴之（津　井）
太田　佑馬（福　良）
武田　正浩（　市　）
木場　洋之（西宮市）
古東　龍吾（松　帆）
惠本　浩章（倭　文）
岡田　雅行（広　田）
小濱　啓誠（松　帆）

遠藤　　恵（徳島県）
木田　千和（賀　集）
喜田　悠香（八　木）
眞野　了子（　市　）
砂川　友香（淡路市）
児島亜佐美（徳島県）
堂上　友美（倭　文）
磯田　央美（阿那賀）
田村　智美（神　代）
黒田　恵理（阿　万）
中俣　千波（西宮市）
福谷美知香（淡路市）
倉本真里江（倭　文）
井口麻衣子（洲本市）
柏木　侑子（淡路市）

9月 23 日
9 月 23 日
9 月 26 日
10 月 1 日
10 月 2 日
10 月 2 日
10 月 5 日
10 月 5 日
10 月 8 日
10 月 8 日
10 月 8 日
10 月 8 日
10月11日
10月13日
10月17日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
村上　光男
温泉　佳幸
奈木　酉𠮷
狭間しづゑ
本田やくゑ
菅　やよみ
中尾　五郎
武田　幸一
高田　博文
松下きみゑ
阿 部　　 浩
川野　俊夫
裏川　祐信
豊原　茂利
湯浅みや子
久井　一也
奥野　文子
南　　 清 廣
阿部　實三

湊
榎 列
福 良
阿 万
広 田
阿那賀
神 代
阿 万
北阿万
広 田
阿 万
湊

八 木
福 良
福 良
神 代
志 知
倭 文
阿 万

79
73
86
93
86
67
87
82
49
77
87
77
81
96
84
55
77
78
92

9 月 18 日
9 月 18 日
9 月 18 日
9 月 18 日
9 月 19 日
9 月 21 日
9 月 21 日
9 月 21 日
9 月 22 日
9 月 23 日
9 月 24 日
9 月 25 日
9 月 25 日
9 月 26 日
9 月 30 日
9 月 30 日
10 月 1 日
10 月 2 日
10 月 6 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

平井　希
き ら

空

西岡　勇
ゆ う き

貴

西畠　隆
りゅうせい

晟

榎本　狼
ら い

斐

尾上　知
と も や

優

中瀬ひなた

上 田　　 亘
わたる

前 川　翔
しょうや

哉

真杉　大
たいじゅ

珠

岡田　光
こ う ま

真

村上　宥
ひ ろ と

翔

北崎　千
ち あ き

愛

柏木　駿
は や た

汰

南　　 聡
さ と き

希

濱 口　　 杏
あん

大竹　一
かずとら

虎

下川　大
た い と

斗

仁 里　　 愛
あい

濵田　怜
れ い な

奈

青石雪
せ つ か

月花

稲井　伶
れ い か

香

内 海　　 藍
あい

出嶋倫
り ん の す け

乃丞

前 田　　 哲
てつ

志貴　凜
り ん と

叶

藤江　晄
あきまる

丸

雨堤　香
か れ ん

怜

中村　勇
ゆうだい

太

長舩　楽
ら ふ

風

今田　侑
ゆ う と

杜

西都　謙
けんしん

伸

北 井　　 翔
しょう

網 島　愛
あ い し

士

大前唯
い お な

央那

野川　未
み さ き

桜

女
男
男
男
男
女
男
男
男
男
男
女
男
男
女
男
男
女
女
女
女
女
男
男
男
男
女
男
男
男
男
男
男
女
女

達 之
孝 司
史 洋
善 彦
昭 弘
竜 一
吉 明
裕 輝
豊
健

祥 司
英 樹
秀 斗
賢治郎
陽 一
喜 行
瑛 二
佳 祐
直 人
正 秀
良 俊
信 二
芳 史
亮

基 紀
史 明
正 峰
佳 広
哲 士
圭 治
正 樹
彰

幸 治
憲 路
善 正

沼 島
愛知県
松 帆
阿 万
広 田
広 田
神 代
榎 列
広 田
広 田
阿 万
阿 万
八 木
賀 集
松 帆
市

伊加利
志 知
神 代
沼 島
八 木
福 良
湊

神 代
広 田
広 田
津 井
八 木
福 良
倭 文
市

潮美台
倭 文
八 木
賀 集

8 月 24 日
9 月 7 日
9 月 7 日
9 月 9 日
9 月 13 日
9 月 14 日
9 月 14 日
9 月 14 日
9 月 14 日
9 月 18 日
9 月 18 日
9 月 19 日
9 月 20 日
9 月 20 日
9 月 21 日
9 月 23 日
9 月 25 日
9 月 26 日
9 月 28 日
9 月 28 日
9 月 29 日
10 月 1 日
10 月 2 日
10 月 3 日
10 月 3 日
10 月 4 日
10 月 4 日
10 月 5 日
10 月 7 日
10 月 7 日
10 月９日
10月11日
10月12日
10月12日
10月13日

氏名 年齢 地区 死亡日
平　のぶゑ
飛田　好秋
澤田甚四郎
米田　幸雄
原口よし江
野川さちこ
日々野とめ子
前田　榮子
秦　　 絹 江
原口　 雄
森崎　政治
浅井　宗平

榎 列
福 良
福 良
松 帆
賀 集
賀 集
北阿万
倭 文
八 木
神 代
福 良
松 帆

98
74
82
70
84
84
79
64
97
72
91
89

10 月 6 日
10 月 9 日
10 月 10 日
10 月 10 日
10 月 10 日
10 月 11 日
10 月 11 日
10 月 11 日
10 月 12 日
10 月 12 日
10 月 13 日
10 月 13 日

氏名 年齢 地区 死亡日
榎本　幸子
齊藤まつの
鯉森　五平
眞砂　春𠮷
冨士山はつゑ
菅　きぬゑ
川添こすみ
下原　義平
中田しめの
古 濵　　 正
岡本　てつ

神 代
八 木
広 田
福 良
広 田
湊

賀 集
八 木
賀 集
福 良
阿 万

84
99
97
80
94
82
82
79
99
72
93

10 月 13 日
10 月 14 日
10 月 15 日
10 月 15 日
10 月 15 日
10 月 17 日
10 月 17 日
10 月 18 日
10 月 18 日
10 月 19 日
10 月 19 日

よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
？

　

わ
が
子
は
と
も
か
く
、
ま
わ
り

に
い
る
子
ど
も
た
ち
を
「
色
め
が

ね
」
で
み
て
い
ま
せ
ん
か
？
私
た

ち
大
人
が
、
両
目
を
し
っ
か
り
開

け
て
子
ど
も
を
と
ら
え
た
い
も
の

で
す
。

　

子
ど
も
の
目
線
に
合
わ
せ
て
そ

の
子
の
気
持
ち
、
思
い
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
「
優
し
い
目
」
と
、

と
き
に
は
少
し
突
き
放
し
た
り
し

て
、
子
ど
も
が
人
と
し
て
き
ち
ん

と
育
っ
て
い
る
か
を
、
冷
静
に
客

観
的
に
見
る
「
厳
し
い
目
」。
こ

の
二
つ
の
目
で
し
っ
か
り
見
守
り

な
が
ら
、
親
同
士
子
ど
も
同
士
共

に
寄
り
添
い
、
成
長
で
き
た
ら
い▲お弁当づくりをして淡路ふれあい公園で食べました（みどり）

　

近
年
、
少
子
化
、
核
家
族
化
が

進
み
、
さ
ら
に
情
報
化
社
会
の
進

展
の
中
で
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

等
が
子
ど
も
社
会
に
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
、
そ
れ

に
よ
る
い
じ
め
で
の
不
登
校
、
自

殺
事
件
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
は
、
こ
の
事
実
を

正
面
か
ら
受
け
止
め
、
情
報
が
子

ど
も
た
ち
に
与
え
る
影
響
、
危
険

性
を
十
分
に
理
解
し
、
自
ら
も
情

報
モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
、
有
害
な

情
報
環
境
か
ら
子
ど
も
を
守
る
意

識
を
も
っ
て
、
き
然
と
し
た
対
応

が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
近
所
づ
き

合
い
も
少
な
く
な
り
、「
子
ど
も

の
こ
と
は
家
庭
で
」、「
学
校
の
こ

と
は
学
校
で
」と
考
え
る
こ
と
が
、

そ
れ
ら
を
媒
体
と
す
る
地
域
社
会

か
ら
遊
離
し
、
閉
鎖
的
に
な
り
、

地
域
社
会
の
機
能
や
教
育
力
を
低

下
さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い

く
に
は
、
地
域
住
民
自
ら
が
積
極

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

             

（
み
ど
り　

林　

薫
）

青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
に
は

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

▽
対
象　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
青
少
年
や
保
護
者
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば

さ
ん
運
動
」
に
ご
参
加
を

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題
が

深
刻
に
な
る
な
か
で
、「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
大
人

が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
か

け
、
見
守
り
な
ど
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す

る
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
運
動
」
を
自
治
会
等
の
各
種
団

体
、
グ
ル
ー
プ
で
の
加
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

的
に
様
々
な
活
動
に
参
加
し
、
体

験
を
通
じ
て
、
住
民
相
互
に
ふ
れ

あ
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
「
子
ど
も
の
問
題
」、

「
学
校
の
問
題
」、「
地
域
の
問
題
」

の
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
こ
そ
、
家
庭
を
は
じ
め
、
学

校
、
行
政
、
地
域
団
体
、
警
察
な

ど
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

南
あ
わ
じ
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

▲通学路の立ち番（地域のおじさん・おばさん運動、松帆）

死亡
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

秋
田
県
で
九
月
二
十
九
日
〜

十
月
九
日
ま
で
行
わ
れ
た
第

六
十
二
回
国
民
体
育
大
会
「
秋

田
わ
か
杉
国
体
」
に
、
南
あ
わ

じ
市
か
ら
五
人
の
方
々
が
参
加

さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

◆
北
野
上
能よ

し
と
も丈

さ
ん
（
広
田
）

　

ボ
ー
ト
競
技
・
成
年
女
子

舵だ
し
ゅ手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
の
監

督
と
し
て
出
場
。
準
決
勝
進
出

（
ベ
ス
ト
16
）。
三
洋
電
機
㈱
モ

バ
イ
ル
エ
ナ
ジ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

所
属
。

◆
斉
藤
愛
佳
さ
ん
（
津
井
）

　

　

ボ
ー
ト
競
技
・
成
年
女
子
舵

お
め
で
と
う

じゃのひれで催し25時間レゲエを満喫
　「25時間レゲエ in淡路島」（同実行委員会主催）が、９月29日～30日、

淡路じゃのひれオートキャンプ場（阿万）で行われました。レゲエとは、

ジャマイカ発祥のポピュラー音楽で、独特のアクセントとメッセージ

性の強い歌詞が特徴。この催しに、プロのミュージシャン 30組と観客

3,000 人の参加者が全国から集結。出演者と観客が同じ野外ステージ上

で演奏とダンスを楽しみ、昼夜を問わず熱い熱気に包まれました。参加

者は、「大自然の中で、音楽を満喫できてサイコー！」と話していました。
▲レゲエを楽しむ若者たち

手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
に
出

場
。準
決
勝
進
出（
ベ
ス
ト
16
）。

日
本
体
育
大
学
に
所
属
。

◆
服
部
愛め

ぐ
み美

さ
ん
（
松
帆
）

　

陸
上
競
技
・
成
年
女
子

１
０
０
ｍ
と
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー
の
二
種
目
に
出
場
。
リ

レ
ー
で
は
準
決
勝
ま
で
進
出
。

立
命
館
大
学
に
所
属
。

◆
阿
部
領
太
さ
ん
（
阿
万
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
・
少
年

男
子
に
出
場
。
ア
タ
ッ
カ
ー
と

し
て
活
躍
し
、
五
位
入
賞
。
尼

崎
市
立
尼
崎
高
校
に
所
属
。

◆
池
尻
実
さ
ん
（
湊
）

　

相
撲
競
技
・
少
年
男
子
に
出

場
。
個
人
戦
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出
、
団
体
五
位
入
賞
。
柳

学
園
高
校
に
所
属
。

2007.11.1発行

「
淡
路
の
ひ
だ
ま
り
」
が
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
金
賞
受
賞

淡
路
た
ま
ね
ぎ
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ

　

こ
の
ほ
ど
、
淡
路
産
の
た
ま
ね

ぎ
を
使
っ
た
「
玉
ね
ぎ
焼
酎　

淡

路
の
ひ
だ
ま
り
」
が
、
ス
ペ
イ

ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
か
れ
た
世

界
的
な
食
品
品
評
会
「
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
リ
キ
ュ
ー
ル
･
ス

ピ
リ
ッ
ツ
部
門
で
、金
賞
を
受
賞
。

十
月
十
一
日
、
市
役
所
に
浜
辺
幸

志
さ
ん
（
福
良
）
が
訪
れ
、
中
田

市
長
に
そ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
焼
酎
は
、
浜
辺
さ
ん
の
開

発
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、
主
原
料

に
淡
路
産
の
玉
ね
ぎ
を
四
十
％
以

上
使
用
。
太
陽
を
浴
び
て
育
つ
玉

ね
ぎ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
商
品

名
を
考
案
。
玉
ね
ぎ
の
甘
さ
が
口

の
中
で
広
が
っ
て
、
後
味
は
す
っ

き
り
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
食

品
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、

世
界
中
か
ら
応
募
さ
れ
て
い
ま

す
。
淡
路
島
か
ら
は
、
金
銀
銅
の

各
賞
を
通
じ
て
、
初
受
賞
の
快
挙

と
な
り
ま
し
た
。

　

浜
辺
さ
ん
は
「
特
産
の
た
ま
ね

「
地
域
文
化
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
か
れ
る

文
化
の
保
存
・
継
承
に
つ
い
て
考
え
る

▲「淡路のひだまり」を持つ中田市長（左）と浜辺さん

　

地
域
の
伝
統
芸
能
や
文
化
の
保

存
・
継
承
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、

県
内
各
地
域
の
文
化
団
体
ら
で
組

織
す
る
兵
庫
県
地
域
文
化
団
体
連

絡
協
議
会
と
㈶
兵
庫
県
芸
術
文
化

協
会
等
が
、
十
月
十
四
日
、
南
淡

路
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
「
地
域
文

化
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
で
芸
術
文
化

活
動
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
ら

二
百
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
の
開
催
と
あ
っ

て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
淡
路
人

▲福井子供会人形浄瑠璃部の活動を紹介する同部の野田こころ
　さん（中央）

形
座
に
よ
る
三
番
叟
の
上
演
。
そ

の
後
、
㈶
淡
路
人
形
協
会
の
中
田

勝
久
理
事
長
（
南
あ
わ
じ
市
長
）

に
よ
る
基
調
講
演
「
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
と
地
域
の
か
か
わ
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
田
理
事
長
は
、

「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
継
承
を
支

え
る
人
が
地
域
に
大
勢
い
る
こ
と

が
心
強
い
。
課
題
は
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
支
え
を
受
け
て
、
守
り
続

け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
各
地
の
芸
能
保
存
会

団
体
代
表
者
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

福
井
子
供
会
人
形
浄
瑠
璃
部
の
野

田
こ
こ
ろ
さ
ん
も
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
参
加
し
、意
見
交
換
し
ま
し
た
。

秋
田
わ
か
杉
国
体
に

　
　
　
　
　
　

出
場
広報 

観月会開かれる中秋の名月を風情豊かに
　中秋の名月を風情豊かに楽しんでもらおうと、南淡文化協会

（徳田壽春会長）は９月 25日、南淡公民館で「観月会」を開

催しました。会場には参加者が持ち寄った手作りの行
あんどん

灯やオブ

ジェが飾られ、窓からは真ん丸いお月様も顔をのぞかせました。

雰囲気が高まった中、訪れた 200人の参加者は、短歌や俳句、

雑俳の投句やお茶席、コーラスや琴演奏などの舞台発表を鑑賞

しながら、秋の宵を過ごしました。
▲お月見に華を添えた舞台発表

▲北野上さん

ぎ
と
淡
路
島
を
、
世
界
に
Ｐ
Ｒ
で

き
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
新し

ん
で
ん
な
か

田
中
の
案か

か

し

山
子
」

有
機
野
菜
の
無
人
販
売
所
を
開
設

　

北
阿
万
地
区
で
有
機
農
法
に
取

り
組
む
農
家
や
、
食
育
を
広
げ
て

い
る
「
い
ず
み
会
」
会
員
の
女
性

ら
五
人
が
、
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
「
新
田
中
の
案
山
子
」
を
立
ち

上
げ
、
九
月
か
ら
、
有
機
野
菜
の

無
人
販
売
所
を
開
設
し
、
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。

　

無
人
販
売
所
に
は
、
会
員
ら
が

育
て
た
有
機
野
菜
や
お
米
を
安
価

で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
各
家
庭

で
不
要
に
な
っ
た
日
用
雑
貨
等
も

安
価
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
新
田
洋
子
さ
ん
は
「
旬

の
新
鮮
野
菜
を
食
べ
て
、
食
育
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

販
売
所
は
、
オ
ニ
オ
ン
道
路
沿

い
、大
日
寺
（
北
阿
万
）
付
近
で
、

ユ
ニ
ー
ク
な
案
山
子
と
の
ぼ
り
が

目
印
。
午
前
六
時
か
ら
午
後
七
時

ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

大
鳴
門
橋
記
念
館
の
愛
称

「
う
ず
の
丘
」
に
ネ
ー
ミ
ン
グ

　

鳴
門
海
峡
を
見
渡
せ
る
大
鳴
門

橋
記
念
館
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し

▲無人販売所を始めた「新田中の案山子」の皆さん

▲中田市長（左）から記念品を受ける命
　名者の西中さん

▲斉藤さん▲服部さん▲阿部さん▲池尻さん

た
。

　

応
募
総
数

千
十
二
通
の

中
か
ら
選
ば

れ
た
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
、「
う

ず
の
丘
」。

　

十
月
十
三

日
に
発
表
セ

レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
中

田
勝
久
市
長
か
ら
名
付
け
親
の
西

中
鈴
子
さ
ん
（
松
帆
）
に
、
当
選

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
記
念
館
は
、
大
鳴
門
橋
開
通

の
昭
和
六
十
年
に
オ
ー
プ
ン
。
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
館
、
う
ず
し
お

科
学
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
な

ど
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の

人
に
親
し
ま
れ
、
気
軽
に
お
食
事

や
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
今
回
愛
称
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
。
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当
会
は
平
成
十
七
年
六
月

に
、
旧
四
町
の
文
化
団
体
連
絡

協
議
会
、文
化
協
会
を
統
一
し
、

発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
加
入

団
体
は
二
百
団
体
、
三
千
二
百

人
を
有
す
る
集
団
で
す
。

　

昭
和
五
十
四
年
に
発
足
し
た

文
化
団
体
も
こ
こ
ま
で
発
展
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
市
民

の
皆
さ
ま
や
行
政
、
公
民
館
等

の
御
指
導
御
協
力
の
賜
と
考
え

ま
す
。

　

会
員
が
日
夜
研
鑽
さ
れ
た
作

品
や
芸
能
、
技
術
を
発
表
し
て

い
く
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
ゆ

と
り
が
生
れ
ま
す
。ま
た
、サ
ー

ク
ル
活
動
を
通
じ
、
良
き
生
涯

の
友
が
で
き
た
り
、
人
の
輪
が

広
が
っ
た
り
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
真
、
善
、
美
」

の
調
和
し
た
住
み
良
い
地
域
づ

く
り
を
し
て
、
明
る
い
人
情
味

あ
る
南
あ
わ
じ
市
政
に
役
立
て

れ
ば
と
考
え
る
次
第
で
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
に
は
、
伝
統
芸

う
る
お
い
と
ゆ
と
り
あ
る
日
常
生
活
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
あ
わ
じ
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

広報 

▲南あわじ市文化展（写真展）

南あわじ市文化団体連絡協議会
◆代表者　水島富雄会長
◆構成数　200団体、3,200人
◆活動　各サークルで公民館を中心

能
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
数

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
市
民
の
方
々
も
ぜ
ひ
参
加
し

動物愛護絵画
　　コンクール
　               （淡路獣医師会主催）

▲最優秀賞　新田瑠奈（北阿万小６年）

▲優秀賞２席　西口ほの香（賀集小５年）

て
新
し
い
文
化

活
動
を
展
開
し

て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
、
心

に
ゆ
と
り
が
生

ま
れ
、
住
み
良

い
南
あ
わ
じ
市

の
発
展
に
も
つ

な
が
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

※市内在住、上位入賞者のみ紹介 11月 30日（
金）

　　　　まで開催中

　※臨時休演日

　　　11月５日・
21日
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